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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

Calculated MW: 73 kDa; Observed MW: 73 kDa

RAF1

RAF1; RAF; RAF proto-oncogene serine/threonine-protein kinase; Proto-oncogene c-RAF;
cRaf: Raf-1
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	応用
	抗原情報
	背景
	Raf-1はMAPキナーゼキナーゼキナーゼ（MAP3K）であり、膜結合型GTPaseであるRasファミリーの下流で機能し、Rasファミリーに直接結合します。活性化されたRaf-1はリン酸化され、二重特異性タンパク質キナーゼであるMEK1およびMEK2を活性化します。MEK1およびMEK2は、さらにリン酸化され、セリン/スレオニン特異的タンパク質キナーゼであるERK1およびERK2を活性化します。
	研究分野
	シグナル伝達
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	Raf1 抗体を使用した HepG2 溶解物中の Raf1 のウェスタン ブロット分析。
	

	ラット肝ライセート中のRaf1をRaf1抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Raf1抗体を用いたパラフィン包埋ラット腎組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。
	

	Raf1 抗体 (赤) と DAPI (青) を使用したマウス肝臓中の Raf1 の免疫蛍光分析。

